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衆
議
院
議
員
穀
田
恵
二
君
提
出
国
指
定
の
文
化
財
建
造
物
（
民
家
）
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
で
あ
る
民
家
（
以
下
「
重
要
文
化
財
民
家
」
と
い
う
。
）
の
修
理
は
、
法
第
三

十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
重
要
文
化
財
民
家
の
所
有
者
又
は
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ

た
管
理
団
体
（
以
下
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
修
理
に
つ
き
多
額
の
経
費
を
要
し
、
所
有
者
等
に
お
い
て
負
担
に
堪
え
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
経
費
の
一
部
に
充
て
さ
せ
る
た
め
、
政
府
が
所
有
者
等
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
五
十
四
年
五
月
に
文
化
庁
長
官
が
定
め
た
「
重
要
文
化

財
（
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
）
修
理
・
防
災
事
業
国
庫
補
助
要
項
」
に
よ
り
、
所
有
者
等
が
行
う
解
体
修
理
を
始
め
と
す
る

大
規
模
修
理
に
対
し
て
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
補
助
事
業
の
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
同
要
項
に
基

づ
き
、
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
補
助
の
対
象
と
す
る
事
業
の
規
模
と
補
助
事

業
者
の
財
政
規
模
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
最
大
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一



現
行
の
補
助
率
は
、
所
有
者
等
が
修
理
の
経
費
の
負
担
に
堪
え
な
い
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
充
て
さ
せ
る
た
め
所
有
者

等
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
や
、
修
理
に
よ
り
利
益
を
受

け
る
所
有
者
等
に
応
分
の
負
担
を
行
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
適
切
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
引
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
重
要
文
化
財
民
家
の
大
規
模
修
理
に
対
す
る
補
助
事
業
の
た
め
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
そ
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
に
文
化
庁
長
官
の
定
め
た
「
指
定
文
化
財
管
理
費
国
庫
補
助
要
項
」
に
基
づ
き
、

重
要
文
化
財
民
家
の
所
有
者
等
の
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
や
畳
の
表
替
え
等
の
小
修
理
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
が
所
有
者
等

に
そ
の
経
費
の
補
助
を
行
う
事
業
に
対
し
国
庫
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
修
理
等
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ

い
て
も
、
重
要
文
化
財
民
家
の
保
存
の
た
め
に
は
、
大
規
模
修
理
に
対
す
る
も
の
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

当
該
補
助
事
業
を
打
ち
切
る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
小
修
理
等
の
補
助
単
価
に
つ
い
て
は
、
小
修
理
等
に
係
る
材
料
費
、
人
件
費
等
の
上
昇
を
受
け
平
成
元
年
に
単
価

二



を
見
直
し
、
そ
の
増
額
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘
の
補
助
基
準
の
見
直
し
又
は
単
価
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
小
修

理
等
の
内
容
、
実
勢
単
価
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
重
要
文
化
財
民
家
の
小
修
理
等
に
対
す
る
補
助
事
業
の
た
め
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
そ
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

財
産
課
税
で
あ
る
相
続
税
は
、
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
値
に
応
じ
て
負
担
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
続
財
産
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
相
続
財
産
を
取
得
し
た
時
の
時
価
に
よ
り
課
税
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指

摘
の
「
所
有
者
負
担
の
実
態
」
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
を
指
す
も
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
重
要
文

化
財
民
家
に
対
す
る
所
有
者
の
維
持
管
理
等
の
た
め
の
費
用
の
負
担
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
負
担
に
対
し
相

続
税
の
課
税
上
、
軽
減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
相
続
税
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
相
続
税
の
課
税
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
民
家
の
う
ち
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
の
時
価
に
つ

い
て
は
、
重
要
文
化
財
民
家
の
所
有
者
が
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
管
理
及
び
修

理
を
行
う
と
と
も
に
、
現
状
変
更
等
を
行
う
場
合
に
は
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け

三



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
法
的
制
約
を
勘
案
し
て
、
こ
れ
を
重
要
文
化
財
民
家
で
な
い
も
の
と

し
て
評
価
し
た
価
額
か
ら
、
そ
の
価
額
に
百
分
の
六
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
控
除
す
る
方
法
に
よ
っ
て
算
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
控
除
の
割
合
は
、
重
要
文
化
財
民
家
の
所
有
に
係
る
法
的
制
約
の
状
況
を
踏
ま
え
た
適
切

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
登
録
免
許
税
は
登
記
等
に
よ
り
生
ず
る
利
益
に
着
目
し
て
課
税
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
文
化
財
民
家
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
着
目
し
て
そ
の
相
続
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
課
税
の
公
平
上
問
題
が
あ

る
と
と
も
に
、
相
続
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
は
被
相
続
人
の
死
亡
と
い
う
偶
発
的
な
事
由
に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
政
策
的
効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

ひ
わ
だ

平
成
十
年
四
月
か
ら
本
年
六
月
ま
で
の
間
に
、
林
野
庁
に
寄
せ
ら
れ
た
国
有
林
野
内
の
檜
皮
の
採
取
希
望
は
、
社
団
法
人

全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
に
よ
る
檜
皮
の
品
質
調
査
の
た
め
の
一
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
採
取
希
望
の
あ
っ
た
件
に

つ
い
て
は
、
同
保
存
会
の
希
望
を
踏
ま
え
、
同
保
存
会
が
広
島
県
内
の
約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
野
か
ら
ヒ
ノ
キ
四
本
分

の
檜
皮
を
採
取
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
目
的
が
売
買
等
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
の

四



た
め
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第

三
条
第
三
号
の
物
品
に
該
当
し
、
こ
れ
を
無
償
で
譲
渡
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
国
有
林
野
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
面
積
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、
約
三
十
八
万
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
檜
皮
を
採
取
す
る
の
に
適
当
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
樹
齢
八
十
年
を
超
え
る
も
の
の
面
積
は
、
約
一
万
七
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
檜
皮
の
供
給
計
画
及
び
目
標
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
林
野
庁
と
し
て
定
め
て
い
な
い
が
、
本
年
七
月
に

林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
の
行
政
運
営
上
の
会
合
と
し
て
発
足
し
た
「
世
界
文
化
遺
産
貢
献
の
森
林
設
定
等
に
関
す

る
有
識
者
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
檜
皮
の
供
給
計
画
及
び
目
標
の
在
り
方
、
檜
皮
を
供
給
す
る
国

有
林
野
の
設
定
に
関
す
る
考
え
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

文
化
庁
で
は
、
法
第
八
十
三
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
団
法
人
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
を
選
定

ふ

保
存
技
術
の
保
存
団
体
と
し
て
認
定
し
、
同
保
存
会
に
対
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
社
寺
等
の
屋
根
葺
き
技
術
者
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、
檜
皮
葺
き
・
こ
け
ら
葺
き
の
研
修
の
た
め
の
国
庫
補
助
を
毎
年
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
平

五



も
と
か
わ
し

成
十
一
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
檜
皮
を
供
給
す
る
原
皮
師
の
養
成
研
修
の
た
め
の
国
庫
補
助
を
実
施
し
、
屋
根
葺
き
技
術

者
等
の
後
継
者
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
同
保
存
会
が
行
う
屋
根
葺
き
技
術
者
等
の
後
継
者
育
成
の
た
め
の
研
修
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
研

修
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
檜
皮
採
取
研
修
会
場
の
確
保
に
協
力
す
る
な
ど
、
同
保
存
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
研
修
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
同
保
存
会
が
行
う
研
修
の
た
め
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
そ
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
文
化
財
を
支
え
る
用
具
・
原
材
料
の
確
保
に
関
す
る
調
査
は
、
文
化
庁
が
無
形
文
化
財
及
び
有
形
文
化
財
の
保

存
及
び
活
用
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
用
具
・
原
材
料
の
う
ち
特
に
確
保
の
緊
急
性
を
要
す
る
手
打
ち
の
や
す
り
、
の
み
等

の
加
工
用
具
、
象
牙
、
檜
皮
等
の
原
材
料
に
つ
い
て
、
そ
の
需
給
実
態
等
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
九
年
度
か
ら
平

成
十
二
年
度
に
か
け
て
、
用
具
・
原
材
料
の
供
給
業
者
、
文
化
財
の
保
存
団
体
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
て
、
合
わ
せ
て

約
八
百
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度
末
頃
ま
で
に
取
り
ま
と
め
、
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
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